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【緒言】分子配列は有機半導体薄膜の特性を支配する重要な因子の一つであり，その制御は有機

半導体デバイスの開発において重要な課題となっている．これに関連して我々は，剛直で大きな

π共役面を持ち有機半導体分子の基本骨格として有望なテトラベンゾポルフィリン（BP）に着目

し，置換基構造と分子配列および電荷キャリア輸送特性との相関を調査している[1,2]．これまでの

検討では，5,15-置換 BP誘導体 CxDMS-MBP（M = 2H, Cu）について，分子末端の直鎖アルキル基

の炭素数が偶数のもの（x = 4, 8, 12, 16）を評価し，アルキル鎖長に応じた電荷キャリア輸送特性

の差異を明らかにした（Fig. 1）[3]．今回は，BPの特性を最大限に引き出すための分子設計につい

てさらに系統的な知見を得るため，直鎖アルキル基の炭素数が奇数の誘導体を評価したので，そ

の結果を報告する． 

【結果と考察】過去の検討で良好な電界効果

ホール移動度（μh,FET）を示した C8・C12体に

近い C9・C11体を評価した．その結果，ディ

ップコート法で作製した薄膜中における

μh,FETは，C9 と C11DMS-2HBP ではそれぞれ

1.2，1.5 cm2 V–1 S
–1，C9と C11DMS-CuBPで

はそれぞれ 1.9，2.3 cm2 V–1 S
–1となり，対応

する C8，C12体が示した値（3.0–4.1 cm2 V–1 

S
–1）と比べて低かった（Fig. 1）．薄膜 X線構造解析では，アルキル基の炭素数が奇数の場合は偶

数の場合に比べて結晶性が低下することが示され，このことが移動度が低下した要因の一つと考

えられる．また，単結晶 X線構造解析では奇数炭素鎖に顕著なディスオーダーが見られ，薄膜の

結晶性と相関する結果が得られた．発表では，分子配列と電荷キャリア移動度の相関を詳細に議

論するとともに，薄膜中における結晶子の面内配向性や熱安定性を，二次元微小角入射 X線散乱

（2D-GIWAXS）法により評価した結果についても報告する． 
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